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－

は，前述したとおり2Rによる中継を行っている。このため，PDH

32Mb/s～ 400Mb/s，SDH 50Mb/s～ 2.4Gb/sのすべての伝送
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－

も，接続コネクタはすべて前面にてアクセス可能とし，装置背面

にスペースを持たなくても設置可能となるよう配慮した。本装

置は，今後，電力系以外の通信網に対しても大きな効力が発揮さ

れるものと期待される。
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